
日産厚生会第 3 回医学フォーラム 

日時：2017 年 2 月 18 日（土） 

場所：東京コンファレンスセンター・品川 

【一般演題】 

O-1 2 東病棟における退院調整の取り組みと評価 

武本千恵美（玉川病院看護部） 

O-2 入院時低栄養患者への早期栄養介入効果 

加藤眞理子（佐倉厚生園病院看護部） 

O-3 熊本地震の被災地支援を経験して～J-RAT に帯同して～ 

門脇 優（玉川病院リハビリテーション科）   

O-4 ベンチマークシステム導入による医療材料費削減効果について 

小田桐光夫（玉川病院用度課） 

O-5 外来化学療法室における薬剤師常駐業務の役割 

高瀬槙子（玉川病院薬剤科） 

O-6 COPD 患者の 6 分歩行試験における 3 軸加速度計による推定運動強度の測定の意義 

長 晃平（玉川病院呼吸器内科） 

O-7 当クリニックにおける婦人科健診（乳がん、子宮がん）への取り組み 

今中智湖（玉川クリニック看護師） 

O-8 当院における対策型乳がん検診受診者に関する繰り返し受診状況調査 

大石陽子（玉川病院外科） 

O-9 C 型慢性ウィルス性肝炎の数理モデル 

横山 聡（日産厚生会診療所内科） 

O-10 家族性高コレステロール血症(FH)の冠動脈疾患の多様性 

佐々木憲裕（佐倉厚生園病院代謝内分泌） 

P1-1 地域包括ケアシステムにおける在宅復帰への取り組み 

安本佳香（厚生園ケアマネジメントセンター） 

P1-2 こころが動けばからだも動く！～デイケアセンターの取り組み～ 

佐田龍吾（佐倉ホワイエリハビリテーション課） 

P1-3 病院から在宅へ―リハビリ連携強化を目指して― 

松村崇史（佐倉厚生園病院訪問リハビリステーション） 

P1-4 玉川病院で働く介護福祉士の役割と現状 

                 青木朋美（玉川病院看護部介護福祉士）  

P1-5 他職種協働による夜勤業務がストレスチェックの結果に及ぼす影響 

高橋由美子（玉川病院看護部）   

P2-1 透析看護師による人材育成を目的とした国際研修事業の成果 

中村理恵（玉川病院看護部）    

P2-2 看護倫理の基づく身体拘束への取り組み～玉川病院の身体拘束に関するアセスメントツールの運用～ 

                 中莖慈子（玉川病院看護部） 

P2-3 喀痰検体よりカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）が検出された 1 例 

飛知和澄子（玉川病院臨床検査科） 

 



P2-4 退院時共同指導料の算定への取り組み 

渡邉典子（佐倉厚生園病院薬剤科） 

P2-5 お茶の葉を使用した除菌・消臭作用の効果について 

縣 正興（佐倉厚生園病院看護部） 

【ミニシンポジウム】 

「院内感染の現状と対策」 

S-1 疥癬の問題点と今後の対策 佐倉厚生園病院平成 28 年 12 月のアウトブレイクを中心に 

中台 昭（佐倉厚生園病院神経内科） 

S-2 玉川病院における感染対策の現状と課題 

横溝直子（玉川病院医療安全管理室感染管理認定看護師） 

【特別講演】 

『サービスを超える瞬間』  

人とホスピタリティ研究所・代表 高野 登 氏 

 

第 8 回 TQM 活動 

日時：2016 年 6月 25 日（土） 

場所：玉川病院講堂 

総合テーマ：「つ な ぐ」 

【チーム紹介】 

1. ダスト・バスターズ 

中井 一郎、廣瀬 由香、内田 絵美里、村上 友里子、前場 美穂、関口 渚 

2. 曲がる角には人来たる 

村上 歩、本間 美希、佐藤 佑介、藤井 沙織、金子 小枝 

3. とにかく安全第一！～ 安心して下さい。ついてますよ！(センサー) ～ 

藤澤 里香、金澤 杏奈、池田 麻希子、遠藤 美紀子、佐藤 友恵、福島 玲美 

4. 笑顔でつなぐ 

平井 直子、大塚 紗穂里、村田 彩、神谷 美紀、服部 由佳、長田 瞳 

5. NS Call ～ 私たちがかける ～ 

神山 綾子、大井 基子、廣瀬 良枝、重田 雅子、小澤 亜由美、宮戸 佐保、河部 恵理 

6. チーム安田 

竹場 和代、川崎 智子、白石 麻貴、棚村 沙央里、林 由香、中島 牧子、大西 礼子 

7. エレベーターよ 早く・・・！ 

門脇 優、鈴木 圭介、田中 宏枝、阿部 倫子、佐藤 晟耶、真庭 宏純 

8. JOINT HAND 

佐野 美智子、池山 由華、小林 かほり、大竹 順子、中莖 慈子 

9. 誘導 ～ YOU DON'T KNOW ～ 

阿部 順一、田幡 洋子、田中 峻、小島 恵、猪狩 亜希子、福田 麻瑠来 

 

 

 

 



研究発表・業務改善報告会 

日時：2017 年 3月 11 日（土） 

場所：佐倉厚生園病院講堂 

【研究発表演題】 

A-1 入院時低栄養患者への早期栄養介入効果 

看護部 新館病棟 加藤眞理子、佐藤陽子他  

A-2 職員の意識調査を行い転倒・転落を減らす取組を振り返る 

看護部 新館病棟 振屋尚子、印南里子他  

A-3 夜間声だしする患者様の不安の改善～アロママッサージを通しての試み～ 

看護部 ４階東病棟 榎本奈々、山本清美他  

A-4 お茶の葉を使用した皮膚状態の改善・消臭作用の効果について 

看護部 ３階東病棟 縣正興、石島洋子他  

A-5 病院から在宅へ～リハビリ連携強化を目指して～ 

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘｽﾃｰｼｮﾝ 宇島京子、松村崇史  

A-6 こころが動けばからだも動く！～デイケアセンターでの取り組み～ 

ﾎﾜｲｴ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ課 佐田龍吾  

A-7 地域包括ケアシステムにおける在宅復帰への取り組み 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 安本佳香、髙橋隆彦他  

A-8 褥瘡対策委員会・ＮＳＴ委員会活動報告～両委員会の協働により見えてきたもの～ 

褥瘡対策委員会・NST 委員会 圓城寺美佳、永井麻紀  

【特別講演】 

B-1 セルフケア研修～セルフケアについて意識を持ち、方法を得る～ 

SOMPO ﾘｽｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱ 辻有子  


